
寄附講義「会社研究」令和６年度 第２回目 

   令和６年４月 1７日(水) 13時 10分 

   講師 元株式会社リクルート名古屋支社営業部２課長 土方 政行 氏 

テーマ：「本音で語るリクルートする側・される側」        

 本年度第２回目の寄附講座は、昭和５７年３月に本校大分大学経済学部を卒

業され株式会社リクルートに勤務され、１２年前に独立してキャリアコンサル

タントの会社を起業した 土方 政行 先輩による、「本音で語るリクルートす

る側（学生）・される側（社会人・企業）」という講義となりました。 

 所属サークルは「自動車部」、所属ゼミは五十嵐ゼミでした。 

次に、下記項目について述べられました。 

 

サークル活動及びバイトのエピソード「ガクチカ」は当時就職に有利だったが、

現在は重要視されなくなる傾向にある。 

OBSのバイトが情報コンテンツ企業「リクルート」を志望するきっかけになっ

た。自動車部の目標達成に対する考え方とリクルートの目標達成に取り組む姿

勢が似ていたことが採用に繋がったのではと感じた。 

入社２年目に転勤した名古屋支社中途採用事業部の立ち上げで知り合った日本

テクシード（現パソナ傘下）の成功例（管理職研修・社員研修の提案等）がき

っかけで４年後には同事業部のトップになることができた。 

その後３年間の準備期間を経て自分を試したくて２０１１年にキャリアコンサ

ルタントの会社を起業した。 

● 「学生と社会人の違い」 



・目的：学生は勉強や研究、社会人は仕事 

・責任：学生は個人、社会人は組織 

・時間：学生は自分、社会人は会社の利益や発展 

・人間関係：学生は同世代、社会人は様々な年代や立場 

・評価：学生は知識、社会人は実務 

● 「４大ビジネス誌」：日経ビジネス・週刊ダイヤモンド・週刊東洋経済・週

刊エコノミストを読む習慣をつけて欲しいと述べられました。 

● 「リクルート社」：社員全員に「自ら機会を創り出し、機会によって自らを

変えよ」というプレートが配られる、驚異のイノベーションと高い目標で成

長するので３０代に独立する社員が多い。「人材輩出企業」とか「驚異の成

長企業」と呼ばれていたが、今や海外売り上げが半分を占めるデジタルコン

テンツ企業になった。その他社是を数例列挙していただいた。 

● 「何故就職するのか？、どう企業を選ぶのか」 

企業の情報をいち早く収集し、企業を選ぶ材料にする、自分が就職する理由

だけは深堀りしておいて欲しいと述べられた。 

● 「採用側は、何を考えているのか？」 

友人である Jフロントリティリング（大丸と松坂屋のホールディングカンパニ

ー）の元会長の岡田さんを引き合いに欲しい人材は「ポジティブ（聞かれたら

反応する人、好奇心を持った意欲的」な人材と述べられた。NTTドコモ・JR東

海等著名企業を列挙して採用は経営者のトップマターと述べられた。 

● １９９９年にスタンフォード大学クランボルツ教授が発表した「プランド・



ハプスタンス理論」：個人のキャリアの８割は、当初予想もしなかった偶発

的な事柄、主に人と人との偶発的な出会いによって決定される」という言葉

を引用して講義を終えられました。 

学生へのメッセージとして、 

是非とも日頃から「社会に出ること」を意識してポジティブに行動して欲しい

と思っている・意識を変える・情報を自ら取りに行く・ポジティブを習慣化す

る・今を大事にする・人生を自分らしく幸せに生きて欲しいとのことでした。 

以上 

 


